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自然の美しさを生かし、観ji
につとめる。。肱川の流れや、そのj笥聞をきれいにする。
0 道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持よく
する。(大洲市民憲章)
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日人の市

四
十
五

算四器」

十
イ昔

一一← →勺了、

千一

万
円

市

長

施

政

針ト

合7

明

一般会計予算歳入歳出構成図

千

戸
市
外
J

観
者

成

に
っ
た
物
置
L

第
一
一
川
パ
川
市
川
川
一
件
れ
ハ
川
川
一
会
な
ら
び
一
ず
、
古
mLR
を
は
じ
め
(
市
外
か
ら
の
か
少

人
民
一
市
川
叶
一
会
ば
、
二
石
川
三
十
一
日
か
一
械
重
二

C
パ
守
セ
ン
ト
)
約
判
千
人
の

一
り
川
円
刊
日
ま
で
の
五
日
閣
市
民
会
開
一
歩
飢
者
か
お
り
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
民

一
川
か
れ
、
盛
会
の
う
ら
に
」
パ
A

一
川
じ
一
示
さ
れ
た
郷
J
J

内
;
川
一
山
在
、
熱
心
に
見

ま

し

た

。

一

い

っ

て

い

ま

し

た

c

一
一
の
共
市
会
は
市
吋
で
r川

J
U三
れ
ァ
也
一
ま
た
閣
時
に
行
一
よ
汀
れ
た
即
売
あ
順

物
寧
色
、
十
川
氏
は
も
と
よ
り
、
多
ノ
¥
の
一
一
説
な
売
れ
行
き
で
、
は
じ
め
て
の
共
送

人
に
引
っ
J
f
r
L
ら
お
(
J

と
始
め
ら
れ
た
〈
可
町
内
部
即
売
会
が
成
功
だ
っ
た
と
一
院

も
の
で
す
。
一
同
問
者
一
一
回
古
ん
で
い
ま
し
た
。

川
品
さ
れ
た
物
産
…
一
ば
ぷ
一
一
山
一
三
な
お
開
催
期
間
中
似
号
な
出
品
物

j

J

じ
め
、
家
具
、
人
引
十
三
〆
十
円
μ
ι
u
u
一
に
対
し
、
村
心
川
長
ー
円
、
い
一
一
彰
状
お
よ

J

ぃ
一
-
ホ
さ
れ
、
悪
詰
八
百
一
い
ι

り
一
び
感
謝
状
が
時
ら
れ
一
人
一
し
た
。



一
、
整
現
複
を
入
れ
て
お
り
ま
す
の
で

整
然
と
駐
車
し
て
-
く
だ
さ
い
。

寸
駐
車
場
の
駐
車
時
間
は
、
午
前
八

時
半
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
、
時
間

，
外
の
駐
車
は
お
断
わ
り
し
ま
す
。

日

三

、

駐

車

場

の

収

容

台

数

は

二

十

八

台

F

f

一
で
、
そ
れ
以
上
は
お
断
わ
り
し
ま
す

2
F
mは
か
ね
て
、
舎
の
駐
車
場
設
置
↑
車
三
台
、
重
二
十
一
台
が
収
容
で
き
一
会
か
ら
の
指
定
で
、
駐
車
禁
止
区
域
カ
一
四
、
こ
の
駐
車
場
は
せ
ま
い
た
め
、
大

一
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
一
る
、
大
州
市
無
料
駐
車
場
が
で
き
ま
し
一
つ
ぎ
つ
ぎ
と
増
-
へ
運
転
者
は
車
の
置
一

一

一

一

一

型

車

の

駐

車

は

G
遠
慮
く
だ
さ
い
。

一
市
役
所
別
館
中
堅
、
面
積
六
百
十
平
一
た
。
一
義
が
な
く
、
舎
の
駐
車
場
設
置
が
一
五
、
乙
川
駐
車
場
で
発
生
し
た
事
故
に

年

一

安

i
A一
般
二
十
八
台
、
公
用
一
雲
市
内
の
道
路
は
、
雲
安
委
会
一
強
註
れ
許
認
が
乙
一
つ
い
五
、
責
任
を
も
ち
ま
せ
ん
か

5

一

叩

一

ら

、

各

自

が

注

意

し

て

〈

だ

さ

い

a

一
と
に
悩
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一

凋

斗

&

一

和脂

一
、
応
募
資
格

愛
媛
県
に
住
ん
で
い
る
人
、
年
齢
、

場車
性

別

な

ど

、

一

切

聞

い

ま

せ

ん

。

駐

三

、

応

募

方

法

料無

次

の

こ

と

を

ハ

ガ

キ

に

書

い

て

、

松

喝
野
鳥
愛
護
の
精
神
が
広
め
る
た
め
「
一
山
市
一
番
町
四
丁
目
県
庁
林
政
謀
に
送

口
県
民
の
鳥
」
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
一
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
ま
し
た
の
で
、
次
の
要
領
で
応
募
し
て
一

ω
「
県
民
の
烏
」
に
選
び
た
い
烏
の

劃

く

だ

さ

い

。

一

名

応

一

、

選

ぶ

烏

一

ω住
所
・
氏
名
・
性
別

制
愛
媛
県
内
に
生
息
し
て
い
る
野
鳥
の
一
同
職
業
・
年
齢
・
(
生
徒
の
場
合
は

昨
う
ち
、
み
ん
な
で
親
し
め
る
鳥
を
一
つ
一
学
校
名
・
学
年
)

事

選

ん

で

く

だ

さ

い

。

一

四

、

応

募

期

間

「
候
補
烏
」
コ
マ
ド

y
-
メ
ジ
ロ
・
一
昭
和
凶
十
五
年
四
月
一
白
か
ら
白
月

ウ
グ
イ
ス
・
ホ
シ
カ
ラ
ス
・
オ
オ
ル
リ
ト
三
十
日
ま
で

-
ヤ
マ
ド

y
。

一

五

、

そ

の

他

f
h
a
l
f
a
g
a
-
-
2
7
f
i
z
-
-司
=
2
1
1
2
7
1
2
2
7
1
2
2
J
1
2

一

ω
「
県
民
の
烏
」
の
決
定
発
表
は
、

尽

昭

和

四

十

五

年

度

愛

鳥

週

闘

中

に

とな

行

な

い

ま

す

。

-

場

同

選

ば

れ

た

「

県

民

の

烏

」

を

推

せ

一

広前rhn

。

洲

北

大

L

鉄

ま
国

し定

、

担

闘

も

削
山
川
域

E

区

別

駈
4

取

は

駐

A
X
 

員

を
委

所

安

カ
公

3

県

に内り

(2) 

市

内

で

は

め

て

別

館

中

庭

に

無

料

駐

車

場

じ

同司l

「
県
民
の
烏
」

指
定
の
公
募

ほ孟刊当面

ザ| 禁止区間 l対 象[時間

旅客自動車運送

事業用自動車を 終日

除く全車両

大洲市八多喜12番地(城 自動車

県道
ノ戸カナ子氏方前)から

(二輪車は除く)同ト076番地に至る800メ
~22時

ートノレの区間

自動車
7時忠幸氏方前)から同 911

市道 の|番地(高松自動車前) (二輪車は除く) ~22時

に至る 130メートノレの区
間

域
さらに国鉄駅前などを指定

持鞠

区

6、場

止

第 170号

毒事
ヌ耳ミ車駐

、

遺
跡
は
如
法
寺
山
標
直
一
二

O
米

の
と
こ
ろ
で
、
略
円
形
平
担
な
舌
状

地
に
あ
る
こ
ケ
の
巨
石
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
大
な
る
も
の
は
舌

状
地
西
端
基
部
に
、
小
な
る
も
の
は

七
米
学
距
て
北
東
部
に
あ
り
ま
す
。

質
は
い
づ
れ
も
輝
緑
岩
で
二
基
と
も

壇
状
或
い
は
盤
状
石
で
す
。

大
き
い
も
の
は
平
面
心
臓
型
で
長

経
三
米
一

O
糎
、
短
経
二
米
二
五
糎

高
さ
一
米
の
巨
大
な
も
の
で
す
。
小

ー
さ
い
も
の
は
軸
を
東
西
に
と
り
長
経

齢
一
一
米
二
一
一
糎
短
経
一
米
五
O
糠
で
心

石

撃

を

い

楕

円

形

を

呈

し

て

お

線

路

で

の

遊

び

唱

り

ま

す

。

は

危

険

同

こ

の

ニ

ワ

の

石

義

珪

禅

師

の

座

列

車

事

故

の

多

い

季

節

調

進

摩

川
禅
石
と
称
し
て
い
ま
す
。

ζ
れ

ら

の

春

に

な

っ

て

暖

か

く

な

る

と

、

小

さ

い

日

長

総

臨

市

巨

石

に

は

流

水

に

よ

る

磨

滅

の

跡

が

い

子

ど

も

さ

ん

た

ち

が

、

外

で

淀

ぶ

こ

4
月
初
日
村
上
外
税
④
2
2
6
2

1

見
ら
れ
た
り
、
掃
入
し
た
石
の
風
俗

と

が

多

く

な

り

ま

す

。

城

戸

眼

斜

H
3
0
0
8

記

が

相

当

進

ん

で

い

事

実

か

ら

、

江

毎

年

、

四

月

か

皇

ハ

月

の

間

は

、

線

一

5
月
3
日
岡
部
外
斜

w
2
9
7
6

純

一

戸

時

代

の

倉

造

物

と

は

考

え

ら

れ

な

路

に

石

や

木

な

ど

を

置

い

た

り

、

線

路

一

岡

本

耳

鼻

ザ

3
ト

5
2

械
一

1

1

J

1

1

1

1

の
な
か
で
遊
ん
で
い
て
、
列
車
の
運
転

7

m
日

高

小

児

ザ

2
0
2
4

抱
一
番
)
と
、
大
洲
市
農
協
市
場
前
(
公
衆
一
愛
媛
県
警
察
官
一
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
が
一
番
多
い
季
節
一
鎌
田
産
婦
斜

H
2
7
5
3

順

一

八

番

)

に

青

電

話

事

設

し

ま

し

た

か

一

交

通

巡

視

員

一

で

す

。

丁

目

江

上

小

児

ザ

3
7
5
7

時

一

ら

む

利

用

く

だ

さ

い

。

一

募

集

中

一

昨

年

一

年

聞

に

、

裏

目

支

社

管

一

祖

母

井

義

H
3
7
5
6

H
一
市
内
の
青
電
語
は
こ
れ
で
八
カ
所
と
一
一
内
で
お
き
た
重
石
な
ど
に
よ
'
ぺ
事
故
は

7

M
日
村
上
内
斜

H
2
3
4
6

E
一
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
一
愛
媛
県
警
察
で
は
、
警
察
、
官
お
よ
び
一
八
十
一
件
も
あ
り
ま
し
た
。
一
松
元
産
婦
斜

H
3
0
6
7

五
要
望
の
強
い
適
当
な
場
所
が
あ
り
ま
一
交
通
巡
視
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
そ
の
う
ち
で
、
四
月
か
主
ハ
月
ま
で
一

w
幻
日
弘
岡
内
耕

W
3
3
6
3

τた
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り
設
置
し
た
い
二
、
採
用
予
定
人
員
一
に
お
き
た
も
の
が
三
士
一
一
件
で
、
全
体
一
沢
井
耳
鼻
斜

H
2
5
1
0

国

道

す

じ

に

一

と

考

え

て

お

り

ま

ず

か

ら

G
協
力
を
お
①
警
察
官
四
十
名
一
の
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
一
診
療
時
間
午
前
八
時
i
午
後
六
時

情
国
伊
;
j
l
u
u
fボ
ッ

ク

ス

内

の

喜

一

一

一

。

諮

問

員

一

一

一

十

名

一

か

持

許

時

限

日

制

闘

電

話

番

号

簿

は

た

い

せ

つ

に

一

一

一

一

3
2
3
t
5
F
4
5
2
f
5
1
2
1
一
番
号
簿
が
、
よ
く
破
ら
れ
た
り
紛
失
し
一
四
月
六
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で
一
小
学
校
へ
は
い
る
ま
え
の
子
ど
ち
さ
ん
一

電
報
電
話
局
で
は
み
な
さ
ん
が
H

ち
一
て
困
っ
て
い
ま
す
。
局
と
し
て
も
十
分
一
三
。
受
験
資
格
一
ゃ
、
小
学
校
一
、
二
年
生
が
一
番
多
〈
一

ょ
っ
と
電
話
を
μ

と
い
う
と
き
に
、
い
一
注
意
し
て
配
備
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
一
①
学
歴
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、
一
な
っ
て
い
ま
す
。
一

つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
か
け
ら
れ
る
よ
一
公
衆
電
話
は
ご
利
用
い
た
だ
く
み
な
さ
一
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
刀
を
必
要
一
乙
の
と
し
C
ろ
の
子
ど
も
た
ち
は
い
一

ぅ
、
で
き
る
だ
け
多
〈
の
公
衆
電
話
を
一
ん
の
も
の
で
す
か
ら
、
ボ
y
ク
ス
内
は
一
と
し
ま
す
。
一
た
ず
ら
が
好
き
で
、
汽
車
や
自
動
車
な
一

設
置
し
て
、

C
要
望
に
お
こ
た
え
で
き
一
よ
C
さ
な
い
よ
う
、
中
の
も
の
は
た
い
一
②
年
齢
・
性
別
・
昭
和
十
九
年
四
月
一
ど
動
く
も
の
に
興
味
が
も
っ
て
い
る
か
一

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
月
一
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
百
か
b
昭

和

二

十

七

年

四

月

一

日

一

ら

で

す

。

一

に
国
道
筋
の
喫
茶
三
叉
路
横
(
公
衆
七
一
(
大
洲
電
報
電
話
局
)
一
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
た
だ
し
変
-
線
路
に
石
や
物
を
置
く
の
は
、
列
車
一

一

日

一

円

(

年

間

二

百

六

十

円

)

で

作

一

し

た

。

一

s

一

年

四

月

に

発

足

、

早

く

も

一

年

を

経

過

一

今

年

度

の

加

入

受

付

け

も

す

で

に

始

一

一

二

、

た

き

火

、

集

め

や

き

な

ど

を

し

た

一

消

防

署

へ

届

出

を

し

て

行

な

う

の

一

し

ま

し

た

。

一

ま

っ

て

い

ま

す

。

万

石

そ

な

え

全

市

一

火

災

の

発

生

件

数

は

一

あ

と

は

、

完

全

に

始

李

る

。

(

水

一

四

、

た

ば

こ

の

す

い

が

ら

は

完

全

に

消

一

乙

の

傷

害

保

険

に

は

四

十

四

年

度

中

一

民

が

加

入

さ

れ

る

よ

う

お

進

め

し

ま

す

一

一

を

か

け

る

の

が

よ

い

が

山

の

場

合

は

一

す

こ

と

。

一

に

六

千

里

二

十

五

人

の

加

入

が

あ

り

一

な

お

四

十

四

年

度

見

舞

金

の

支

払

状

一

昨

年

同

期

の

五

倍

一

士

を

か

け

る

)

一

火

災

の

状

況

は

別

表

の

と

お

り

で

す

。

一

小
辛
L
レ
-L
争
以
に
の
別
れ
た
万
は
4

況

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

一

一

三

、

山

林

火

入

れ

、

集

め

や

き

は

必

ず

一

一

三

月

三

十

一

日

現

在
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-

一

一

1
1
1
1
1
1
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一
今
年
は
火
事
が
多
〈
発
生
し
て
い
ま
一
す
が
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そ
の
中
で
十
八
件
が
屋
外
の
山
一
別
表
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火
災
発
生
比
較
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月
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月
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ま

た

、

一

干
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自

配

劃

封

什

叫

塁

額

一

一

寸

i
l
i
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i
-
-
一
一
二
月
末
に
お
い
て
、
昨
年
同
期
と
比
一
件
の
中
で
十
七
件
の
火
事
は
異
常
乾
燥
一
「
l

l

Lい
け
k
y
fト
い
ト
l
l
r
l
L
|十
ト
ド
ト
い
い
じ
い
一
一

一
五
十
万
円
一
一
較
し
て
み
ま
す
と
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昨
年
の
五
倍
冨
豪
発
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に
お
き
て
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す
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十

二

万

円

一

一

一

一

一

三
万
円
一
-
区
区
区
量
妄
な
宮
ら
び
足
に
塑
藷
防
菌
団
の

2c協
男
力
一
百
豆
防
聖
ぎ
ま
し
』
よ
'
う
フ
之
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「
同
陪
仁
恨
問
ほ
陥
仁
同
口
同
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一
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円

一

言
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官
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官

呂

庶

民

団
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問

一

一

八
十
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二
千
円
一
一
た
ち
ま
せ
ん
。
一
林
お
よ
び
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の
周
辺
)
で
た
き
火
を
ニ
件
数
一
十
四
一
一
一
一
三
一
二
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十
一
一
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年

発
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火
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な
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大
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市
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定

史

跡

如

法

寺

山

頂

巨

石

遺

跡

所

在

地

寺

所

有

洲

(
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
指
定
)

大如

法

山

ん
し
た
万
の
中
か
ら
、
拍
せ
ん
に

よ
り
三
名
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

一
年
を
経
過
し
た

市
民
交
通
傷
害
保
険

傷

害

一
保
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金
額
一

件
数
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死

亡

六
カ
月
以
上
の
傷
害
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月
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一
週
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の
傷
答

申
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U
V
 又
技
工
の
上
か
ら
も
江
戸
時
代
の

石
造
態
築
物
等
か
ら
考
え
合
わ
せ

て
、
乙
れ
程
原
始
的
な
、
素
朴
な
、

荘
重
な
構
築
は
そ
の
例
を
知
り
ま
せ

ん。
昭
和
三
年
六
月
故
誠
一
戸
通
徳
氏
が

故
西
園
寺
源
透
氏
の
指
数
に
基
い
て

座
禅
石
を
実
地
調
査
し
、
「
ド
ル
メ

ン
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
以
来

市
内
各
所
の
巨
石
遺
跡
が
次
々
と
確

認
さ
れ
発
見
さ
れ
D
に
至
り
、
そ
の

数
は
今
日
ま
で
に
五
十
に
余
っ
て
い

る
盛
現
で
あ
り
ま
す
。
就
中
こ
の
遺

跡
は
所
謂
ド
ル
メ
ン
の
形
式
で
な
く

特
異
な
信
仰
対
象
と
し
て
の
遺
跡
と

考
え
ら
れ
る
d

暖
か
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、

一
度
合
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
歴
史
が

し
の
ば
れ
ま
す
e

市
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育
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員
会

l
新
刊
図
書
案
内

l

日
本
コ

I
モ
ア
文
学
全
集

L

三
人
の
0
点
〈
ん

。
ム
六
さ
ん
と
九
官
鳥

ー
ラ
イ
オ
ン
先
生
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

ι
く
し
ゃ
み
の
ま
じ
な
い

4h

怪
物
の
た
ま
む

仏
日
本
一
の
は
な
高
男

7
.
び
っ
く
り
日
本
物
語

o
h

ほ
ら
く
ら
べ
・
は
げ
く
ら
べ

9
.
う
で
じ
ま
ん
と
ん
ち
ば
な
し

刊
こ
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落
語
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た
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か
っ
た
人
々
(
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し
み
の
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ク
D
ッ
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ス
(
前
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)

乙
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も
動
物
記
2
赤
え
り
さ
ん

中
国
・
イ
ン
ド
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古
典
童
話

し
笛
ふ
き
一
岩

つ
い
月
か
ら
き
た
魔
法
っ
か
い

L

楊
八
の
さ
い
な
ん

ι
大
金
持
ち
の
ひ
み
つ

ふ
ひ
と
み
の
中
の
小
人

ι
王
さ
ま
と
九
官
鳥

7
.
き
つ
ね
の
友
情

。ι

悟
空
の
ぼ
う
け
ん

Q
h

二
本
お
の
の
あ
ば
れ
ん
ば
う

叩
ふ
し
ぎ
の
マ
ン
ゴ
ー

日
鬼
の
し
く
じ
り

口
大
王
と
属
の
そ
な
え
も
の


